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２．BCCWJ 書籍サンプルに対する NDC 記号アノテーション 
２.１ アノテーション対象 




























(1)’ サンプル ID：LBl9_00056『伊達政宗』……913.6 
 913（日本文学小説）.6（文学共通区分（明治以降）） 
 
(2)’ サンプル ID：LBl2_00027『縄文人・弥生人 101の謎』……210.025 




















API（http://iss.ndl.go.jp/information/api/）を用いた。また，BCCWJ 構築時に NDC 分類番
号が確認できず，3 桁の NDC 番号が付与されていないサンプルについても，国立国会図書
館データで該当書籍に NDC 情報が付与されている場合は，新規に番号を取得することとし
た。本稿で報告する LB サンプルに対しては，作業者 2名が NDC 情報付与作業を行った。 
 













 表 1．LBサンプルへのNDC番号拡張アノテーション結果（いずれもサンプル数） 
LBサンプル 番号付サンプル 拡張サンプル 新規番号付与 番号違い 




る「随筆」サンプルを BCCWJの LBから抽出することを試みる。 
 























.01 理論．哲学 87 0.8% 
.02 歴史的・地理的論述 275 2.6% 
.03 参考図書 61 0.6% 
.04 論文集．法論集．講演集．会議録 382 3.6% 
.05 逐次刊行物 62 0.6% 
.06 団体 51 0.5% 
.07 研究法．指導法．教育 116 1.1% 
.08 叢書．全集．選集 35 0.3% 
計 1069 10.1% 
 
４．随筆の特徴語彙 
 本節では随筆に特有な語彙を調査する。具体的には，随筆とそれ以外の 2 群（A 群：随
筆と B 群：それ以外）に分け，それぞれの群における語彙素の頻度をもとに，どちらに偏
っているかを対数尤度比 (log-likelihood ratio: LLR) により数値化し，調査を行う。LLR は，
コーパス言語学で特徴語彙を取り出すために用いられる指標で，次式によって定義する：  
𝐋𝐋𝐑 (𝐰) =  𝟐  (𝐚 𝐥𝐨𝐠𝒆 𝒂 +   𝐛 𝐥𝐨𝐠𝒆 𝒃 +   𝐜 𝐥𝐨𝐠𝒆 𝒄  +  𝐝 𝐥𝐨𝐠𝒆 𝒅   −  (𝐚 +  𝐛)  𝐥𝐨𝐠𝒆(𝒂 +  𝒃)  
−  (𝐚 +  𝐜)  𝐥𝐨𝐠𝒆(𝒂 +  𝒄)  −  (𝐛 +  𝐝) 𝐥𝐨𝐠𝒆(𝒃 + 𝒅) − (𝐜 
+  𝐝) 𝐥𝐨𝐠𝒆(𝒄 +  𝒅)  + (𝐚 +  𝐛 +  𝐜 +  𝐝)  𝐥𝐨𝐠𝒆(𝒂 +  𝒃 +  𝒄 +  𝒅))    
ここで a：A群に出現する語彙素 w の出現頻度，b: B群に出現する語彙素 w の出現頻度，
c: A群の延べ語数 – a ，d: B群の延べ語数とする。LLR (w) 自体は偏りしか評価しないた
めに，どちらの群に偏っているかを示さない。 この問題を扱うために，w の A 群におけ
る使用率 (a / a+c) が，B群における使用率 (b / b+d)よりも小さい時に -1 を乗ずる（これ
を修正 LLRと呼ぶ）。 
 A群をLBサンプル内の随筆(9X4および.49)とし，B群を随筆以外とした場合の修正LLR













表 3．LBサンプルの随筆(9X4 および .049) の特徴語彙 



















表 4．LBサンプルの.049と 9X4の特徴語彙 
.049 の特徴語彙 修正 LLR 9X4 の特徴語彙 修正 LLR 
ます 757.11 私 -199.26 
相続 510.34 た -189.80 
ストレス 443.08 の -155.67 
上司 407.72 小説 -145.90 
検索 357.06 書く -110.47 
会社 307.81 男 -95.19 
です 281.23 文学 -89.86 
相手 266.17 女 -74.67 
退職 261.88 家 -68.38 
プレゼンテーション 249.08 カレー -68.17 
為る 232.21 作品 -65.78 




















大規模かつ主題横断的な調査は困難であった。そこで，BCCWJ の LB に含まれる全随筆サ
ンプルについて，柏野（2013）の示す文体指標を参照し，随筆の文体傾向分析を行う。 




1 専門家向き/2 やや専門的な一般向き/3 一般向き/4 中高生向き/5 小学生・幼児向き 
 
(b) 客観度：  
1 とても客観的/2 どちらかといえば客観的/3 どちらかといえば主観的/4 とても主観的 
 
(c) 硬度：  
1 とても硬い/2 どちらかといえば硬い/3 どちらかといえば軟らかい/4 とても軟らかい 
 
(d) くだけ度：  
1 とてもくだけている/2 どちらかといえばくだけている/3 くだけていない 
 
(e) 語りかけ性度：  
1 とても語りかけ性がある/2 どちらかといえば語りかけ性がある/3 特に語りかけ性はな
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0 8 246 1 0 
300 
0.0% 2.7% 82.0% 0.3% 0.0% 
.049 
0 2 56 0 0 
81 
0.0% 2.8% 78.9% 0.0% 0.0% 
随筆計 
0 10 302 1 0 
381 
0.0% 2.7% 81.4% 0.3% 0.0% 
LB 全体 
141 929 7065 384 302 
10551 
1.3% 8.8% 67.0% 3.6% 2.9% 
 
５.２ 随筆の客観度 
























1 27 57 148 
300 
0.3% 9.0% 19.0% 49.3% 
.049 
0 17 16 25 
81 
0.0% 23.9% 22.5% 35.2% 
随筆計 
1 44 73 173 
381 
0.3% 11.9% 19.7% 46.6% 
LB 全体 
950 2523 1566 862 
10551 
9.0% 23.9% 14.8% 8.2% 
 
５.３ 随筆の硬度 
























1 59 164 31 
300 
0.3% 19.7% 54.7% 10.3% 
.049 
0 10 34 14 
81 
0.0% 14.1% 47.9% 19.7% 
随筆計 
1 69 198 45 
381 
0.3% 18.6% 53.4% 12.1% 
LB 全体 
619 3065 4440 697 
10551 
5.9% 29.0% 42.1% 6.6% 
 
５.４ 随筆のくだけ度 




















37 115 103 
300 
12.3% 38.3% 34.3% 
.049 
13 23 22 
81 
18.3% 32.4% 31.0% 
随筆計 
50 138 125 
381 
13.5% 37.2% 33.7% 
LB 全体 
473 2696 5652 
10551 



































31 54 170 
300 
10.3% 18.0% 56.7% 
.049 
11 14 33 
81 
15.5% 19.7% 46.5% 
随筆計 
42 68 203 
381 
11.3% 18.3% 54.7% 
LB 全体 
833 1379 6609 
10551 





  ① 一般向き 
  ② 主観的傾向 
  ③ 極端に軟らかい印象を受けるテキストが含まれる場合がある 
  ④ くだけたテキストの割合が高い傾向 











 本研究の進める作業により，BCCWJ の書籍サンプルを，現状の内容分類（NDC の類目・
綱目・要目）の小項目や形式などによって，詳細あるいは異なる基準で分類することが可
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